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2　他クラブよカの通信

（1）チャーターナイ　‖寮内

観音寺liC（香川県）11月26　日、1う時より

大田原liC（栃木県）12　月　号　臼　11時より

（2）例会臼．例会場等変更

的　上山llCの例会壕は村尾旅館増改築の為，福屋ホールに臨時変更して居りましたが，今般

相恩旅館が結成しましたので11月uLLより従来通。同旅館に復帰します・

何　せ日日IC，10月21日の例会は10月2うU，12時う0分よ。鳴子ホテルに臨時変更

（3）会　報　到　着

東京日本橋　青森東　′大館　弘前東　　曝釜　山膨酉各RC

（4）京都且C職業奉仕委員会よ。「職場の憲章」が届きました・当クラブ職業奉仕委員会に於て

掬研究の上必要部数おとりまとめ下さる様願います・

親睦委負会よ少 （五十嵐君）スマイル報告別項

会報委員会よう（三井）

今後他liCより頂いた会報は．各RC毎にまとめて衣紋をつけて会場に並べておきますからどうぞ

御覧下さい．

国際車仕委員会 （三浦君）

外国へのクリスマスのおたよりがその日までに着くようにする為の郵政物差出期限について次のよ

うな注意が必賢のようですから街参考にして下さい．

Xマスのおたよ

4．5　日　はやめ　に

ことしもまもなくクリスマスがやってくる．キー・掴にいる知人や友人そして家族に心あたにかい日本

からのたより，プレゼン1などをクリスマス‘ノン臼まで確実に送れるように県内の郵陵局ではこれら

の郵使物の産出期限を次のように決めた．

この期限までに積み出し交換局（外国へ郵便を差し立てる郵陵局一束京空結局，横浜局，神戸港局）

に到着したものはクリスマス当日までに郵政物が受取人に配達される・

なおこの羞し出し期限は船や航空機の出航あるいは出帆の都合により多少変更されることもあるの

で，この衷よ。叫，5日程度早桝こ積み出しI交換局に着くように出してほしいと郵便局では望んで

いる．

おもな差し出し期限は次の通り．
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鶴岡べんを聞いた‘’）は之が始めであったわけである・

疎開中鶴田の女性と結婚したので，其の後．その鶴岡べんをふんだんに聞かされている・

服部単四的加藤精三氏などとも縁辺になった・

戦争で嘩津が焼かれて，すき焼き約1つ残った．それから鶴剛こやって来て，本鎮守にお世話に

な。I　2年半を過した．同寺の和尚さんとはよく話が通じて愉しかった・其の間I山形大学農学部

に教えに行ったこともある．

山形県は山が多い．山は風景を造るものである．山の字のついた岡山，富山などもそうである・岡

山には8車間居った巧　同僚が，仏は束京では山が見えないので不安になると云った・鶴間は周囲

に山があって落潜いている．

山を都市計画にとり入れてある．公園に向って稿の上に立って見ると右に鳥海，左に金峰，母狩

の山があって非常に景色がよい．之は城を遣る時に考えたものに違いない．その着想は非常によい

川の流れもよくそれに合っている・それを考えてくれたのは殿様かI家老かI今ではその恩を思う

のである．

郷里は富士山のふもとで，非常に景色のよい処であるが，それにもまして，鶴岡では街遣りその

ものに此の風景を応用したことは感心する．

鶴岡の人情は非常によい．

鶴剛こ1年居た人は喧ヰ面で帰る

草生居た人は泣きの涙で帰る・という言葉もある・

何時か雨のUlこわざわざ追かけて来て傘を貸してくれた人もあった．郷里のそれに較べても感心

する．

秋野光民氏とは随分久し振。に五十川の駅で遭ったことがあり，次いで水沢のガへ行くバスの中

で遭い，同氏宅に一晩泊めて浸いて歎談LI帰らないで此処に居てくれと言ほれたこともある・鶴

岡出身の親しい人が東京に来てよく寄ってくれる比の間も西川通水氏が来られた・出入。の大工さん

が大山出身の人だ．鶴間とはよく緑がある．隣には阿部次郎氏の祖親戚があ。，一軒おいて隣には

磐若寺の娘さんが嫁に来て屠られる．

先頃家内が歯医者に行ったら鶴間の人と遭ったと云う・

鶴岡の学生がよく訪ねて来る．弘の弟が立教大学の総長をしているので．鶴岡の人の入学試験に

はよく言ってやる．

先般，立教ばか。う度受験して失敗しI埠度目の受験の人があって）相談を受けたのでI弟にも

事情を話しにら感心して何とかしようと言っていたが，成績はあまり俊秀ではなかったが，何とか

して入学さして上げた．本人は非常に喜んで感謝していた．

青山学院の志望者もよく相談に来られる．

親が酒をのんでいる姿は見るが，本を読む姿は見にことがないというのか農村の実妹のようであ

るからIそのような環境から出た人は入学試験の成績はあまりよくない・何とかして，学問に親し

むようにすることが望ましい．今は年をとって，創作はしないおで時間があるからそのようなこと

でいろいろお役に立ち度い．

に鶴岡を愛しているかをお話し中

患、
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